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【研究課題名】  

パーキンソン病における概日血圧変動の異常と精神症状  

―前方視的観察研究―  

 

１．研究の目的  

パーキンソン病には時々幻視などの精神症状が合併することが知られています。精神

症状の出現は、生活に困難をきたすのみならず、パーキンソン病の運動症状コントロー

ルに限界をもたらすこともあります。そのため、精神症状のリスクを減らし、できるだ

け精神症状を予防することが求められます。今回、パーキンソン病患者さんでみられる

血圧の異常な変動に着目し、精神症状出現のリスクになっていないか検証したいと考え

本研究を計画しました。本研究の結果は、精神症状の予防に対する治療開発のための科

学的な根拠となり得ると考えています。   

 

２．研究の方法  

 ●対象となる患者さん  

 『シヌクレイオパチーにおける血圧変動』研究  

に参加のご同意をいただいたパーキンソン病患者さん  

 

本研究は同研究の一部として行います。  

 

 ●研究期間  

 2019 年 11 月から 2022 年 3 月まで  

 

 ●研究に用いる検体・診療情報の種類  

24 時間ホルター血圧測定の結果、病歴、症状、投薬内容、当院で行った画像検査な

どを診療録より抽出します。カルテ番号、お名前、生年月日、住所、連絡先など、個

人が特定される情報は用いません。  

 

３．検体・診療情報の管理  

 本研究で抽出した診療情報は、当院のみで研究利用します。  

  

【この研究での検体・診療情報等の取扱い】  

 宇多野病院倫理委員会の承認を受けた研究計画書に従い、診療情報等には匿名化処理

を行い、ご参加の方の氏名、住所などが特定できないよう安全管理措置を講じたうえで

取り扱っております。学会、論文等で発表の際にも、個人が特定される情報は含みませ

ん。  

 

４．研究組織  

 この研究は当院のみで実施しますが、共同研究には他施設の医師研究者を含みます。  

研究責任者  国立病院機構宇多野病院  野元翔平  

共同研究者  同            澤田秀幸、大江田知子、冨田聡、梅村敦史、  

髙坂雅之、朴  貴瑛、石原稔也  

       京都桂病院        冨井康宏  



   

５．お問い合わせ先  

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。  

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。  

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には、できうる限り研究対象から除きますので、

下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはあり

ません。  

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

研究責任者  

京都市右京区鳴滝音戸山町８     

独立行政法人国立病院機構  宇多野病院  電話番号（代表）０７５－４６１－５１２１  

脳神経・臨床研究部  野元  翔平  

 

 

以上  

 

 


